
神戸市
F i l e  N o. 04

面　積 557 ㎢
人　口 1,486,038人
市の花 あじさい
市の木 さざんか

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,769 1,693 1,546 1,607 1,583
採用予定者数 260 260 255 335 430

▼︎�受験者数等推移

求める教員像
（1）豊かな人間性にあふれ，子供に寄り添うことができる人
（2）自律心を備え，多様性を尊重し，協調・協働できる人
（3）自らの資質・能力向上のため，学び続けることができる人

出願期間
公開日　３月26日（水）
電子申請　４月９日（水）10:00～５月９日（金）17:00

試験日程

適性検査（WEB受検）　受検期間　６月６日（金）～13日（金）
１次試験　試験日　筆記：６月14日（土）（結果発表日：６月20日（金））
　　　　　集団面接：６月27日（金）・28日（土）の指定した１日　合格発表日　７月16日（水）
２次試験　試験日　実技：７月19日（土）～８月17日（日）の指定した１日
　　　　　個人面接：７月28日（月）～８月９日（土）の指定した１日　合格発表日　９月18日（木）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［幼］　［小］　［小］（英語コース）　［中高］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，
英語，工業，商業　［特］　［養］　［栄］

特記事項

■特例措置区分　●現職教員区分　１次を免除。●社会人経験者区分　１次の教職・一般を免除。●臨時的任
用教員区分　１次の教職・一般を免除。●臨時的任用教員継続勤務者区分　１次の筆記のうち教職・一般と専
門を免除し小論文を実施。●任期付合格者区分　１次を免除。●直近３か年１次合格者区分　１次の筆記を免
除。●大学等推薦区分　指定校種・教科対象。○第Ⅰ区分合格者　昨年度の大学３年生等早期チャレンジ選考
において第Ⅰ区分に合格し，大学等が推薦する者は，１次を免除。２次に加点。○第Ⅱ区分合格者　昨年度の大
学３年生等早期チャレンジ選考において第Ⅱ区分に合格し，大学等が推薦する者は，１次の筆記を免除。○区分
なし　大学等が推薦する者は，１次の筆記を免除。●第Ⅰ区分合格者区分　昨年度の大学３年生等早期チャレ
ンジ選考において第Ⅰ区分に合格し，大学等推薦区分で出願しない者は，１次を免除。●第Ⅱ区分合格者区分 
昨年度の大学３年生等早期チャレンジ選考において第Ⅱ区分に合格し，大学等推薦区分で出願しない者は，１
次の教職・一般を免除。
■特別選考　●障害者特別選考　障害の状況に応じて，実技の一部又は全部を免除。●特別支援学校キャリ
アチェンジ特別選考　［小，中，高］いずれかの免許状所有者で，［特］採用を希望し，選考実施の翌年度末まで
に［特］免許状を取得できる者。●離職者を対象とした特別選考　２次の個人面接のみ。

新規情報

■３年生受験　全校種対象。■初任給　小・中の大卒293,916円（教職調整額，地域手当，教員特別手当
を含む。以下同じ），修士修了311,788円。高校の大卒295,863円，修士修了315,732円。特支は大卒
が306,236円，修士修了324,108円。他に住居手当等が付く。■初任者研修　法定の初任者研修（１年
次）と，市独自の２年次・３年次研修を「初任者育成３年プラン」として一体的に運用し，きめ細やかな支
援により若手教員の資質・能力の向上に取り組んでいる。採用前研修も実施。協働的な雰囲気を学校全体
に醸成するよう心がけている。■臨時的任用教員の研修　あり。■懲戒処分の指針　策定し，HPに公開。
■部活指導の地域移行　令和８年９月から全面的に移行予定。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 11,129※

不登校（人） 1,812 2,902 －

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数（市立学校）

※特別支援学校を含む
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　まずは〈教職教養〉についてである。教育原理

（特別支援教育，人権教育）のうち，特別支援教育

は必出であり，多様な素材から出題されている。今

年度は，「日本の特別支援教育の状況について」

（2019年）からインクルーシブ教育システムに関す

る問題が出題された。また，「発達障害を含む障害

のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイ

ドライン」（2017年）から特別支援教育コーディネ

ーターを問う問題も出題された。人権教育では，性

的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に

関する国民の理解の増進に関する法律が出題された。

　生徒指導では，「いじめの重大事態の調査に関する

ガイドライン」（2024年）から調査の実施に向けて動

き出さなければならない段階を問う問題が出題された。

　教育時事では，「教育振興基本計画」（2023年）

が出題されたほか，「改正教育公務員特例法に基づ

く公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向

上に関する指標の策定に関する指針の改正等につい

て（通知）」（2022年）等も出題された。

　教育法規では例年，教育基本法を中心として幅広

く出題されている。今年度は同法第9条や憲法第23

条，学校教育法第1条が出題されたほか，名称も含

めて改正されたこどもの貧困の解消に向けた対策の

推進に関する法律等も出題された。条文のキーワー

ドを整理した学習が求められる。

　教育心理では，ピアジェが出題された。

　教育史では，西洋教育史からペスタロッチの，日

本教育史から無着成恭の理解を問う問題が，それぞ

れ出題された。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年通り，国

語（同音異義語，四字熟語，文法，現代文読解，短

歌等）と英語（会話文，文章読解）を中心として，

音楽や美術，保健体育，技術・家庭からもまんべん

なく出題された。社会科学では必出の時事が今年度

も出題されたほか，倫理以外の分野からさまざまな

問題がみられた。自然科学では数学（方程式と不等

式，その他の領域）と理科等から幅広く出題されて

おり，今年度も同様であった。

▶幅広い対策が求められる特別支援教育
▶教育法規は教育基本法
▶時事問題では児童手当制度の改正も
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